
 

平成 23 年度 2 月議会閉会 

平成 24 年度予算案、市長提案 40 議案 

陳情等が審議されました。 

平成 24 年度予算承認  

一般会計 423 億 2600 万円（△0.6%） 

特別会計 310 億 2573 万円（＋6.3%）  

 

 

平成 24 年度予算に災害対策の推進 

◇防災計画事業防災計画 防災アセスメント調査及び液状化の危険個所を含めた 

総合防災ハザードマップの作成を行う。 

◇防災井戸整備（13 か所）防災井戸未整備の広域避難場所（13 か所）への防災井戸の整備。 

◇防災行政無線子局（5 局）の整備。 

◇防災行政無線が受信できる防災ラジオを購入し自主防災組織、公共施設に配備する。 

臨時災害ＦＭ放送 

◇パンクしない自転車の配備（6 か所） 

   

 

 

予算委員会では、小中学校耐震化完了のＨ27年度まで 3 年もあるので、各方面からの 

耐震化前倒しを要望しました。 

■避難所という観点から市民部としても、小中学校校舎の耐震化の前倒しに取り組むべき。 

■ファシリティマネジメントの観点から公共施設の耐震化の前倒しをさらに進めるべき。 

■児童生徒の学習と生活の場である、小中学校校舎の耐震化の更なる前倒しに教育委員会と 

して取り組むべき。 

■放置自転車撤去移送の予算を抑制するために、放置自転車の大半を占める盗難自転車に対 

する対策を取るべきである。(盗難自転車抑止が犯罪件数を激減させる。) 

■超高齢化に伴い、敬老会招待の対象者が年々増加し、ボランティアの福祉員も高齢化して 

いく事を踏まえて、開催方法や内容を今から検討を始めて欲しい。 

■公園管理予算抑制のために、街区公園維持管理に市民協働の取り組みの工夫を更にすすめて 

欲しい。 

■世界ばら会議など新たな観光創出に対する、施策に力を入れるべきである。
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皆様のご意見を代弁し、市政に反映して参ります。 

！ここか 

景気低迷と高齢化に伴い減少が見込ま

れている、佐倉市の市税歳入は、全歳

入の 55％を占めています。 



2 月定例会橋岡一般質問 

2月29日に一般質問をいた

しました。 

問 市長が描く十年後の佐倉市は？ 

答 ファシリティマネジメントの視点で私が

考える、佐倉市の十年後の将来像は、新たな公

共サービス体制の確立、つまりこれまでの行政

のみが公共サービスを担うという発想を打破

し、「民」とのパートナーシップを積極的に進

めていく体制づくりの確立だと思っておりま

す。これまでの既成概念や前例踏襲主義から脱

皮し、自治体における社会変革を起こしていく

十年にして行かなくてはなりません。 

 

問 小中学校耐震化の前倒しは？ 

答 市としては、更なる耐震化の進展を図るた

めにも積極的な資産の組み換え等をファシリ 

ティマネジメントの視点から検討して参りた

い。 

 

問 避難所の収容人数と対策は？ 

答 避難所収容人数は２５３０８人。災害の規

模や性質により個別の避難所の規模を超える

数の避難者を抱える事も考えて、避難所間の連

携等も含め柔軟な視点で検討を重ねて参りま

す。 

 

問 避難所に指定されていない公民館、さらに

は、自治会集会所の避難者についての運営や情

報提供については？ 

答 仮に一時避難所を設営する場合には、各施

設ごとの自主的な避難所運営を行っていただ

くことになるものと考えております。また、こ

れら施設との情報収集・伝達方法につきまして

は、指定避難所を地域の防災拠点施設としても

位置付けておりますことから、地域の避難状況

や被災状況、ニーズ等の情報を指定避難所から

提供することになると考えております。 

 

 

問 Ｍ7 以上の首都圏直下型地震が起こる可能

性が５０～７０％と、報道されている中、避難

所運営については、もう少し具体的に現実的に

決めておく必要があると考えますが、いかがで

しょうか？ 

答 災害時の避難所運営、特に避難の期間が長

引く場合などにおきましては、市の配備職員だ

けでは対応ができない事態も想定されること

から、学校の教職員、また避難した方々、特に

自治会・町内会や自主防災組織の皆様と相互に

協力し、避難所の運営組織を立ち上げるなど、

実態に即した避難所運営を行うことも必要に

なるものと考えております。 

 

問 集合住宅への防災資機材等の助言は？ 

答 マンションの持つ特性による防災対策の

違いを説明するとともに、地震発生時の自助行

動や、避難支援、高層階からの救助または物資

の供給方法など、その施設ごとの実情に合った

体制とするよう助言を行っています。 

 

問 例えば、人口約 22000人のユーカリが丘地

区では9つの自主防犯団体が年間のべ2500回、

のべ 12000 名で防犯パトロールをしている

方々の声を代弁して、ひったくり犯罪抑止、八

千代市境での犯罪に対する防犯カメラの県助

成の申請を進めて欲しいが？ 

答 人の目による、防犯パトロールによる犯罪

抑止を更に進めてまいります。市職員も通勤時

に犯罪抑止の目で見ていきたいと考えており

ます。 
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